
棚底地区振興会　　会報№１４６（３０、２、１）

 　　fax６３－７５４４

倉岳町棚底１７８６－４
棚底地区
コミュニティセンター

℡６４－３６６４

平成３０年２月号

棚
底
地
区
振
興
会
報

ア
イ
ラ
ト
ビ
カ
ズ
ラ

棚底地区振興会

 “どんどや”とは、お正月飾りの門松やしめ縄、書き初めなどを火にく
べて焼き払う日本の伝統行事で、お正月に天から下りてきた歳神様は、
どんどやの煙に乗って天に帰るとされ、それをお見送るするために行わ
れていると言われている。また、どんどやの火にあたったり、焼いた鏡
モチを食べると一年を健康で過ごせると言われている。  
 以前は、子どもたちが主体となって生木や青竹を組んだりして煙や爆
竹を競っていたのが、近年は、子供の減少と火災の危険などで規模が
小さくなってきたのがちょっぴり残念である。 
 古き良き伝統行事である“どんどや”をぜひとも次の世代に残して行き
たいものである。  

 倉岳えびす祭り・マラソン大会が、１月１４

日（日）えびす像公園を主会場に開催された。 
 当日は、天気にも恵まれ、えびす様も心な
しかニッコリ微笑んで大勢の参加者を歓迎し
ているようだった。  
 神事、海上パレードと一連の行事のあと、
えびすマラソンが１０時にスタートした。３、５、
１０キロの部に１１３１人がエントリし、うち１０
００人弱のランナーが潮風を受けて海岸線を
疾走した。 
 一方、ステージでは倉中１年生のえびす太
鼓や天草拓心高校郷土芸能部によるハイヤ
おどりが披露された。 
 最後は、お楽しみ福引き付き餅投げ（鯛が
当たる）があった。また、会場周辺では、各種
バザーも出店し、お目当ての食べ物や町の
特産品などを求る人達で大賑わいだった。 

 
 

曙西地区の“どんどや”＝１月７日 

選手に“おもてなし”する振興会の部会委員ら 

荒い息遣いでゴールをめざすランナーたち 

甲高い唄と躍動感溢れるハイヤにえびす様も観衆もうっとり！ 

倉中１年生の郷土芸能えびす太鼓 
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主な行事予定 

           ２月 ４日（日）公民館全体講座・閉講式         ２月１６日（金）公民館関係者推進会議         ２月２１日（水）住民税申告         ２月２５日（日）浦の史跡ウォーク          （予定のため変更になる場合あり）          

 
倉
岳
町
で
は
、
１
月
３
日
『
成

人
式
』
が
行
わ
れ
、
華
や
か
な
振
り

袖
や
ス
ー
ツ
姿
の
２
５
人
が
家
族

や
恩
師
ら
が
見
守
る
中
、
決
意
を

新
た
に
飛
躍
を
誓
っ
た
。
 

 
式
典
で
は
、
天
高
倉
岳
校
生
徒

有
志
の
勇
壮
な
え
び
す
太
鼓
の
演

奏
で
華
々
し
く
幕
を
開
け
た
。
 

 
次
に
中
村
市
長
（
副
市
長
代
読
）

が
権
利
と
共
に
義
務
と
責
任
を
負

う
こ
と
に
な
っ
た
新
成
人
に
対
し

て
「
自
分
の
価
値
を
認
め
て
自
信

を
持
っ
て
欲
し
い
」
「
何
事
に
も
憶

す
る
こ
と
な
く
挑
戦
す
る
」「
出
会

い
を
大
切
に
す
る
」
こ
と
を
は
な

む
け
の
言
葉
と
し
て
話
さ
れ
た
。
 

 
そ
の
あ
と
紅
白
歌
合
戦
初
出
場

で
全
国
的
に
有
名
に
な
っ
た
『
天

草
宝
島
親
善
大
使
』
Ｗ
Ａ
Ｎ
Ｉ

Ｍ

Ａ
か
ら
お
祝
い
の
ビ
デ
オ
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
流
さ
れ
、
新
成
人
ら
は

大
喜
び
だ
っ
た
。
 

 

 

 

 倉岳地区公民館全体講座の『第２回倉岳の教育応援講座』が、１１日
（木）雪が舞い散る寒い中、多目的研修集会施設であった。 
 昨年７月に開催された第１回目の講座で「本年度育成したい子供の姿」と
いう内容で各学校の発表があったが、今回はその取り組みの検証で「実現
できたこと」「残された課題」などが紹介された。 
 学園地域倉岳ならではの講座で、地域と学校が協働して取組んできた成
果がよく分かり、学校がより身近に感じられるようになった。  

 
市
で
は
昨
年
の
１
２
月
下
旬
か

ら
発
掘
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
調
査
目
的
は
、
Ⅰ
郭
周
辺

の
土
塁
・
空
堀
が
ど
こ
ま
で
伸
び

て
い
る
か
を
確
認
す
る
こ
と
で
、

得
ら
れ
た
情
報
は
、
今
後
の
土
塁

等
の
史
跡
整
備
に
活
か
し
て
い
く

予
定
で
す
。
史
跡
整
備
で
は
、
可

能
な
限
り
戦
国
時
代
当
時
の
棚
底

城
の
状
況
に
近
づ
け
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
、
そ
の
た
め
に
発
掘
調

査
に
よ
っ
て
真
の
棚
底
城
の
姿
を

解
明
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
わ
け

で
す
。
 

 
こ
の
通
信
を
執
筆
し
て
い
る
１

月
中
旬
段
階
で
、
す
で
に
空
堀
の

様
子
が
確
認
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

堀
は
約
３
、
３
ｍ
の
幅
に
岩
盤
を

掘
り
こ
ん
で
形
成
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
土
塁
は
残
念
な
が
ら
積
み
土

が
失
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
基
底
部

は
岩
盤
が
利
用
さ
れ
て
い
た
よ
う

で
す
。
堀
は
廃
城
後
す
ぐ
に
埋
め

戻
さ
れ
た
よ
う
で
、
１
６
世
紀
の

う
ち
に
、
城
の
機
能
を
止
め
る
「
城

割
り
」
が
行
わ
れ
た
可
能
性
が
高

い
こ
と
が
判
明
し
て
い
ま
す
。
横

堀
を
埋
め
戻
し
た
土
層
の
中
か
ら
、

東
南
ア
ジ
ア
産
と
み
ら
れ
る
珍
し

い
耳
付
壺
の
破
片
等
が
出
土
し
て

い
ま
す
（
写
真
中
央
）。
３
月
に
は

発
掘
調
査
成
果
を
公
開
す
る
た
め

の
現
地
説
明
会
を
計
画
し
て
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ

い
。
詳
細
は
次
号
の
通
信
で
、
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
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天
草
市
文
化
課
 
中
山
）
 

棚
底
城
通
信
 
第
２
１
号
 

決
意
を
新
た
に

新
成
人
！
 

祝

堀の壁と耳付壺の出土状況 

恩師や来賓らと記念撮影 

天高倉岳校生徒の活動発表 

 WANIMAのビデオメッセージに見入る新成人ら 

耳付壺
の破片 


